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● 平成 28 年 8 月 15 日号　● 伊万里市役所 総務部情報広報課 発行

伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

2016
（平成28年）

８

お
知
ら
せ

●

時
　
期
　
９
月
（
開
催
日
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●

場
　
所
　
各
町
公
民
館

※
伊
万
里
地
区
（
立
町
、
岩
立
）、
大

坪
地
区
、立
花
地
区
、大
川
内
町
、

東
山
代
町
は
各
自
治
公
民
館

●

対
象
者
　
昭
和
14
年
10
月
１
日

　
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●

開
催
案
内
　『
市
役
所
だ
よ
り
』

と
一
緒
に
案
内
は
が
き
を
配
布

※
自
治
公
民
館
で
開
催
す
る
地
域

は
、
別
途
案
内
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
高
齢
福

　
祉
・
介
護
認
定
係

（
　
☎
㉓
２
１
６
２
）

●

対
　
象
　
９
月
30
日
現
在
で

88
歳
（
昭
和
２
年
10
月
２
日
〜

昭
和
３
年
10
月
１
日
生
ま
れ
）

の
人

●

支
給
額
　
３
０
０
０
円

※
９
月
上
旬
、
対
象
者
に
支
給
券

を
郵
送
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
高
齢
福

　
祉
・
介
護
認
定
係

（
　
☎
㉓
２
１
６
２
）

◆ 日　時

◆ 場　所 

９月３日（土）　午後３時

黒川公民館　講堂

【講師プロフィール】
栃木県生まれ。東京大学経済学部卒業。元ＮＨＫ記者。現代における『いの
ちの危機』をテーマに、数々のノンフィクション作品や評論を書く。最近は、
携帯電話やインターネット社会の問題点と絵本・読書の意義について積極的
に発言。また、生き方や終末期医療に関する著書も多数出版している。

● 問合先  黒川公民館内　黒川町家読連絡会事務局（　 ☎㉗０００１）

※講演会の前に午後２時から、黒川小学校児童との
   ふれあい・ワークショップを開催します（要予約）。

黒川町家
うちどく

読 10 周年記念

柳田 邦男 講演会
入場無料う ちどく

各

町
（
地

区
）
の

敬

老

会

敬
老
祝
金
の
支
給

たんぽぽ保育園の『家読集会』
夏休み期間に開催される
『夕涼みおはなし会』

◆ 講　師 柳田 邦男 さん
（ノンフィクション作家・評論家）

主　催：黒川町家読連絡会　共　催：おはなしどんぐり
後　援：伊万里市、伊万里市教育委員会、佐賀うちどくネットワーク

【黒川町家読の
主な取り組み】

● 家読集会
　保育園、子ども会、老人会
　などが担当し、年４回開催
● おはなし会
　毎月１回開催
● 家読のすすめ発表会
　活動の報告や、絵本の読み
　聞かせなど、年１回開催
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『第８期伊万里市分別収集計画』（案）に対する意見
の提出はありませんでした。計画は、情報広報課市
民サービス係、環境課、各町公民館、市民図書館、
市ホームページで閲覧できます。

● 問合先　
　環境課リサイクル推進係
　（　 ☎㉓２１４５）

●

受
付
内
容
　

▽
家
庭
内
や
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
、
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

▽
相
続
や
不
動
産
、
借
地
借
家
、

金
銭
貸
借
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●

日
　
時
　
９
月
７
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
大
川
公
民
館

●

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員

井い

之の

　
一か
ず

行ゆ
き

さ
ん

岩
永
　
孝
雄
さ
ん

●

問
合
先

　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
９
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
は
、

『
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
』
で
す
。
期
間
中
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口
の
開

設
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
相
談
内

容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

実
施
期
間
・
受
付
時
間

▽
９
月
５
日
（
月
）
〜
９
日
（
金
）

（
☎
㉕
０
８
９
０
）

▽
大
川
老
人
憩
の
家

（
☎
㉙
２
０
５
１
）

▽
山
代
老
人
憩
の
家

（
☎
㉘
４
１
５
２
）

◆
指
定
管
理
者

▽
九
州
産
業
株
式
会
社

（
☎
㉒
３
４
３
６
）

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
申
請
・

閲
覧
件
数
は
、左
の
表
の
通
り
で
す
。

な
お
、
閲
覧
申
請
者
、
利
用
目
的

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
広
報
課
市
民

サ
ー
ビ
ス
係
、
各
町
公
民
館
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●

問
合
先
　
市
民
課
記
録
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
９
）

　
老
人
憩
の
家
は
、
60
歳
以
上
の

人
が
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
館

内
設
備
（
電
位
治
療
器
や
カ
ラ
オ

ケ
、
会
議
室
な
ど
）
は
自
由
に
使

用
で
き
ま
す
。

●

開
館
日
　
月
〜
土
曜
日

※
日
曜
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

●

開
館
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●

利
用
料
（
１
日
）　
１
人
20
円

●

問
合
先
　

◆
各
施
設

▽
波
多
津
老
人
憩
の
家

　
空
き
地
な
ど
の
雑
草
や
樹
木
が

繁
茂
す
る
と
、
害
虫
が
発
生
し
や

す
く
な
る
な
ど
、
近
隣
の
生
活
環

境
が
損
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
土
地
を
所
有
・
管
理
し
て
い

る
人
は
、
定
期
的
に
草
刈
り
や
樹

木
剪せ
ん
て
い定
を
行
う
な
ど
、
適
正
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

お
知
ら
せ

住
民
基
本
台
帳
の

閲

覧

状

況

■ 住民基本台帳の閲覧状況（平成27年度）

期　間
申　請
件　数

閲　覧
件　数

４〜９月 4 件 502 件

10 〜３月 8 件 143 件

合　計 12 件 645 件

老

人

憩

の

家

に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

ご存じですか？
住宅・建築物耐震診断費用補助制度

空
き
地
な
ど
は
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

市内にある住宅や建築物の所有者などが耐震診断
を行う場合に、費用の一部を補助することで、診
断の実施を促進し、建物の耐震性への不安の解消
と震災に強いまちづくりを目的とした制度です。

● 補助対象　昭和 56 年５月 31 日以前に建築または工
事に着手した、所有者自らが居住する１戸建て住宅

● 補助内容　耐震診断費用の一部（３分の２）を補助し
ます（補助金額は最高２万円です）。

● 申請・問合先　都市政策課建築住宅係
（　 ☎㉓２４６４）

【例１】

耐震診断費＝３万円
補助基本額＝３万円
補　助　額＝２万円
自己負担額＝１万円

【例２】

耐震診断費＝５万円
補助基本額＝３万円
補　助　額＝２万円
自己負担額＝３万円

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
９
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
電
話
相
談
窓
口
の
通
常
開
設
時

間
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
で
す
。

●

相
談
担
当
者

　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

●

受
付
電
話
番
号

　
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

●

問
合
先

▽
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

▽
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同

和
対
策
係
（
　
☎
㉓
２
１
９
０
）

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

パブリックコメントの結果

無
料
特
設
人
権
相
談
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